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岐阜県信用保証協会 

 

岐阜県信用保証協会理事長選任理由 

 

当信用保証協会の使命は、中小企業に対して、「信用保証」を通じて金融の円滑化に努

めるとともに、中小企業の中に埋もれている信用力を発掘し、中小企業と金融機関や中小

企業支援機関とを結び付ける「かけ橋」としての役割を果たすことで、中小企業の経営基

盤の安定・強化に寄与し、もって、中小企業の振興と地域経済の活力ある発展に貢献する

ことにある。 

そうした組織にあっては、金融機関や行政を含む各種支援機関との連携が不可欠であ

り、本理事長ポストには、明確な目的意識を持ち、統率力を発揮し、職員と一丸となっ

て、当協会の役割を実現させていくことが求められる。そこで、長く行政分野で培った見

識や、首長や各種団体との調整経験が豊富で、かつ県行政の幹部として、業務運営や組織

管理の経験もある点を考慮し、今般、理事会の互選により長沼正信氏を選任した。 

 

なお、理事長の理事選任に至る過程に関しては、以下の手続きを経て、理事候補者を選

定し、岐阜県知事が長沼正信氏を理事として任命したところである。 

 

まず、岐阜県が１月１５日から２月１４日まで常勤理事ポストの公募を実施したとこ

ろ、１名の応募があった。事務局（県担当部署）による第一次選考において、応募資格要

件に係る書類審査を行い、結果、当該１名が合格した。その後、第二次選考において、選

考委員会による面接審査を行い、業務運営や組織管理に係る経験・能力、経済情勢や信用

保証協会に係る知識・認識、職務に対する熱意等の観点から評価し、結果、当該１名が合

格となり、常勤理事候補者として選定した。 

 

 


